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株式会社ファーストキャリア

ファーストキャリア「新卒・若手層育成研究所」調査レポート
2019年卒内定者の傾向：「時代適応したキュレーター」

〜変化の早い時代を生き抜くために、身につけた情報収集力・選択スピード〜

年間17,000⼈の新⼊社員研修を担当する株式会社ファーストキャリア（本社：東京都渋⾕区、代表取締役社⻑：
瀬⼾⼝航、以下「ファーストキャリア」）は、2019年3月卒内定者（21名）への個別インタビューや内定者同士
のグループディスカッションをもとに「新卒・若手層育成研究所」調査レポートをまとめましたので、その内容
をお知らせいたします。
2019年卒内定者は、VUCA時代を過ごしていることもあり、世の中にある情報をうまく収集し、それらを活用す
ることの経験は数多く積んできている。ただし、周囲と“一線を引き、踏み込まない”様子もあり、情報収集や物
事への取り組み姿勢が「広く浅く」とどまってしまう懸念がある。そのままでは、仕事の成果も「広く浅く」と
なってしまう懸念がある。
次年度に向けての育成のポイントとしては、様々な事柄への理解をより深めることができるように、
「論理的に整理する力」ことや「“つながり”を見出す力」ことが重要となる

• 幅広い情報源を駆使しながら、多様な情報
を集めてくることへの慣れがある

• 自分が身を置いている環境からも、“一次情
報”を拾い集めようとする姿勢を持っている

情報収集への強い意識

• 広く収集した情報から比較検討した上で、選
択 / 判断を行ってきている

• 自身の選択 / 判断を行った後は、選択の良
し悪しを精査するよりも、割り切って次へと意
識を向ける

選択の思い切り・割り切り

• 就職先の会社を数ある会社の中の一つと見
ており、特別視しすぎることはない

• 仕事における現実的な側面として「生活のた
め」「成長のため」であることを理解している

会社・仕事に対する客観視

＜内定者の傾向 / 対策＞

論理的に整理する力
（目的を見定める、情報を
整理し、結論を導きだせる）

＜傾向＞ ＜育成のポイント＞ ＜研修（例）＞

“つながり”を見出す力
（それぞれのものとの見えな
いつながりを捉えられる）

「目的」から
考えるクセづける

自身にとって
必要な情報は
何か？を考える

わかりやすく、
見やすく整理でき
るようになる

顧客が何を望んで
切るのかを知る

自分たちと仕事、
社会とのつなが
り、影響力を知る



内定者の声 ／ インタビュー時の発言 （一部抜粋）
＜仕事 / 働くこと＞

「仕事とは、働かなきゃいけない、社会を持続させるもの」
「働くは、お金をもらうこと、やりたいことを実現すること」
「働く＝生きていくため（食べていくため）。苦労・心労はつきもの」
「仕事は生きるためにしなければならないもの、それをどれだけ楽しみに変えられるかが重要」

＜抱く理想イメージ＞
「価値ある⼈は、頼れる・信頼できる⼈。一緒に働きたいと思ってもらえる⼈」
「頼りにしている、任せる、等と褒めてくれる上司がいい」
「●●さんだからやってみようかな、と言われたい」

■株式会社ファーストキャリア 会社概要

事業概要：

主な事業内容：

代表者：
設立：
本社：
拠点：
URL：
TEL （代表）：

〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿1-19-19 恵比寿ビジネスタワー7F
【本件に関する問合せ先】
株式会社ファーストキャリア 広報担当 E-MAIL： info@firstcareer.co.jp

内定者及び新⼊社員から、若手リーダー層までのヤングタレントマネジメントを支援
し、未来のリーダー育成を支援
⼈材開発/組織開発領域における教育・研修サービスの企画・実施・運営
▶新⼈・若手向け研修の企画・運営
▶若手育成・開発・採用に関するコンサルティング
▶若手⼈材に関する調査・リサーチ
代表取締役社⻑ 瀬⼾⼝航
2006年8月28日
（東京本社）東京都渋⾕区恵比寿1-19-19恵比寿ビジネスタワー 7階
（関⻄支社）大阪市北区大深町4-20グランフロント大阪タワーA 22階
www.firstcareer.co.jp

03-3440-0013

【調査概要】
・実施時期：2018年9月20日〜10月4日
・調査対象：2019年卒内定者（一部上場企業、各業界におけるリーディングカンパニーへの⼊社予定者）
・有効回答数：21件
・調査方法：個別インタビュー（1時間）、フリーディスカッション（1時間）を実施。共通設問項目

だけでなく、内定者たちの関心事項についても自由に話していただき内容を記録、検証した

＜重視する点＞ （複数回答） ＜実施している内容＞
（N=70）

（N=70）
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40
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2

内定辞退防止

内定者間のチームワーク

会社理解

入社前の基礎スキル獲得

先輩社員との人脈形成

その他

48

30

23

18

1

懇親会/飲み会

通信教育・E-learning

内定者向け研修

仕事の現場の見学・疑似体験

その他

【内定者フォローの実情】 （2018年 8月 弊社調べ） ※昨年度の回答数が多い順に記載


